
東
日
本
の
広
い
範
囲
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
は

地
震
災
害
の
常
識
を
大
き
く
覆
し
ま
し
た
。

被
災
地
だ
け
で
な
く

日
本
中
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

大
震
災
を
目
の
当
た
り
に
し
た
今
こ
そ
、

松
前
の
防
災
力
を

見
つ
め
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
す
。

大
規
模
災
害
に
備
え
る
た
め
に

今
、
一
人
一
人
が
す
べ
き
こ
と
を
考
え
ま
す
。

松前町総合防災訓練で応急救護訓練を行った西高柳自主防災会

守
ら
れ
る
暮
ら
し
か
ら
守
る
暮
ら
し
へ
―

松
前
の
防
災
力

2011-6    ❖    広報  まさき3



災
害
と
向
き
合
い

不
安
と
共
に
生
き
る

　

平
成
23
年
３
月
11
日
14
時
46

分
。
三
陸
沖
の
深
さ
約
24
キ
ロ
で

発
生
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・

０
の
大
地
震
。
建
造
物
の
倒
壊
、

地
す
べ
り
、
液
状
化
な
ど
の
直
接

的
な
被
害
の
ほ
か
、
津
波
、
火
災
、

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

伴
う
放
射
性
物
質
漏
れ
や
大
規
模

停
電
な
ど
、
広
域
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

地
震
発
生
後
、
県
は
緊
急
消
防

援
助
隊
１
１
２
人
を
被
災
地
に
派

遣
。
松
前
消
防
署
か
ら
も
中
矢
邦

彦
士
長
と
小
寺
能
康
消
防
士
が
派

遣
さ
れ
、
３
月
14
日
か
ら
21
日
ま

で
、
岩
手
県
釜
石
市
鵜
住
居
町
で

人
命
救
助
と
救
助
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

釜
石
市
で
は
、
４
つ
あ
る
消
防

署
の
う
ち
３
つ
が
津
波
の
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　
「
残
さ
れ
た
消
防
車
は
１
台
。

救
急
車
も
１
台
。
つ
ま
り
、
大
規

模
災
害
時
に
は
行
政
や
消
防
は
役

に
立
て
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
。
大
震
災

を
経
験
し
た
今
だ
か
ら
こ
そ
、
声

を
大
に
し
て
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
」と
中
矢
士
長
は
言
い
切
り
ま

す
。
小
寺
消
防
士
は
、「
今
回
の
大

震
災
は
『
想
定
外
』の
被
害
を
受

け
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
南
海

地
震
の
場
合
も
『
想
定
外
』が
発

生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も

ま
ず
は
、
今
想
定
し
て
い
る
範
囲

で
で
き
る
こ
と
を
実
行
す
べ
き
」

と
話
し
ま
す
。

　

四
国
沖
を
震
源
と
す
る
南
海
地

震
。
国
の
地
震
調
査
委
員
会
の
発

表
に
よ
る
と
、
今
後
30
年
以
内
に

大規模災害の場合には、行政や消防の力
でさえ、あてにならないかもしれません。
「自分の命は自分で守る」。できる訓練、
できる準備をしてください。

松前消防署　中矢邦彦士長

自然災害の発生を防ぐことはできなくて
も、被害を軽減することはできます。何
事も日頃の小さな準備の積み重ね。今、
できることを実行してください。

松前消防署　小寺能康消防士

発
生
す
る
確
率
は
60
％
、
50
年
以

内
で
は
90
％
の
確
率
で
発
生
し
、

そ
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

８
・
４
前
後
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
南
海
地
震
は
、
東
南
海
地
震

と
同
時
に
発
生
す
る
可
能
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
場
合
、
松

前
町
で
は
震
度
６
弱
、
発
生
か
ら

２
時
間
で
第
一
波
の
津
波
が
来
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
県
が
平
成

14
年
に
発
表
し
た
市
町
別
の
被

害
想
定
で
は
、
町
内
の
死
者
は

１
１
５
人
、
負
傷
者
は
１
１
７
６

人
、
全
壊
す
る
建
物
は
２
５
５
３

棟
、
半
壊
は
４
５
０
２
棟
に
及
び

ま
す
。　

　

高
い
確
率
で
発
生
が
予
想
さ
れ

て
い
る
南
海
地
震
。
そ
れ
は
、
明

日
か
も
し
れ
な
い
し
、
今
日
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
発
生
ま
で
、
私
た

ち
は
、
災
害
と
向
き
合
い
、
不
安

と
共
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。

　
私
の
自
宅
は
南
三
陸
町
歌

津
の
伊
里
前
湾
か
ら
内
陸
に

２
㌔
ほ
ど
入
っ
た
川
沿
い
の

地
区
で
す
。

　

大
き
な
揺
れ
が
収
ま
っ
た

後
、
近
所
に
声
を
掛
け
な
が

ら
避
難
所
の
西
光
寺
に
避
難

し
ま
し
た
。
そ
の
直
後
、
幅

12
㍍
、
深
さ
８
㍍
の
川
を
、

高
さ
20
㍍
く
ら
い
の
大
津
波

が
逆
流
。
自
宅
も
集
落
も
一

気
に
流
さ
れ
ま
し
た
。
亡
く

な
っ
た
兄
の
位
牌
が
見
つ

か
っ
た
の
は
８
㌔
も
離
れ
た

と
こ
ろ
で
し
た
。

　

私
た
ち
の
地
区
「
寺
前
グ

ル
ー
プ
」
は
、
12
日
に
防
災

組
織
の
会
議
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
矢
先
の
大
地

震
。
主
人
は
地
震
直
後
、
高

齢
者
世
帯
の
安
否
確
認
に
行

き
、
車
い
す
の
高
齢
者
を
軽

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
避
難
し

た
と
こ
ろ
へ
津
波
が
。
間
一

髪
で
逃
れ
ま
し
た
。　

　

そ
れ
か
ら
は
近
所
の
施
設

で
１
０
０
人
ほ
ど
の
避
難
所

生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
電

気
は
発
電
機
、
ガ
ス
は
プ
ロ

パ
ン
、
水
は
沢
水
を
利
用
。

日
頃
の
訓
練
の
お
か
げ
で
み

ん
な
で
臨
機
応
変
に
対
応
。

支
援
の
手
が
届
く
ま
で
の
４

日
間
は
、
自
分
た
ち
の
分
だ

け
で
な
く
、
千
人
分
の
炊
き

出
し
を
し
て
、
電
気
も
ガ
ス

も
水
も
な
い
他
の
大
き
な
避

難
所
へ
届
け
ま
し
た
。

　

今
は
、
夫
の
出
身
地
で
あ

る
藤
沢
町
の
雇
用
促
進
住
宅

に
近
所
の
仲
間
３
世
帯
と
一

緒
に
越
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
（
藤
沢
町
）
に
来
て
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
親
切
に
し

て
も
ら
い
、
よ
う
や
く
落
ち

着
い
た
暮
ら
し
を
取
り
戻
し

ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
復
興
を

目
指
し
た
い
で
す
。

日
頃
の
訓
練
を
生
か
し

支
援
し
合
っ
た
避
難
生
活

佐
藤
ふ
く
子
さ
ん（
58
）

宮
城
県
南
三
陸
町
で
被
災

　「
い
づ
が
は
来
っ
と
思
っ

て
だ
っ
た
ど
も
、
ま
さ
か
こ

こ
ま
で
…
…
」

　

な
ぎ
が
良
い
３
月
11
日
。

午
前
中
に
採
っ
た
シ
ュ
ウ
リ

貝
を
誰
に
配
ろ
う
か
考
え
て

い
た
矢
先
の
地
震
で
し
た
。

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
激
し
く
長
い
揺
れ
。
直
感

的
に「
来
る
」と
思
い
ま
し
た
。

　

揺
れ
が
収
ま
り
、
海
を
見

ま
し
た
。
普
段
の
干
潮
よ
り

多
く
の
潮
が
引
き
、
や
が
て

満
潮
の
よ
う
に
。
鳴
門
海
峡

の
よ
う
な
渦
を
巻
い
た
後
、

海
面
が
ど
ん
ど
ん
高
く
な
り

ま
し
た
。
岸
壁
の
ク
レ
ー
ン

は
押
し
倒
さ
れ
、
船
は
沈
ん

だ
り
、
ひ
っ
く
り
返
っ
た
り

し
ま
し
た
。
そ
の
波
が
引
か

な
い
う
ち
に
「
ド
ー
ン
」
と

第
２
波
が
来
ま
し
た
。
真
っ

白
く
上
が
る
し
ぶ
き
の
下
か

ら
、
す
ご
い
勢
い
で
押
し
寄

せ
る
津
波
。
自
分
が
い
た
場

所
よ
り
も
高
く
感
じ
、「
逃

げ
ろ
ー
。
駄
目
だ
、
も
っ
と

上
だ
、上
が
れ
、上
が
れ
」と
、

叫
び
な
が
ら
逃
げ
ま
し
た
。

　

逃
げ
る
途
中
、
家
に
居
た

妻
、
娘
や
孫
が
気
に
な
り
ま

し
た
が
、
見
て
い
る
時
間
は

あ
り
ま
せ
ん
。幸
い
家
族
も
、

俺
の
叫
び
声
で
避
難
し
て
い

て
無
事
で
し
た
。
先
人
た
ち

が
伝
え
て
き
た
「
て
ん
で
ん

こ
」
は
こ
の
こ
と
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
が
「
ま
さ
か
」

と
思
っ
た
は
ず
。
あ
の
日
か

ら
「
ま
さ
か
」
の
油
断
は
捨

て
ま
し
た
。
地
震
が
あ
っ
た

ら
、早
く
高
い
所
に
逃
げ
る
。

俺
に
で
き
る
こ
と
は
こ
の
教

訓
を
う
る
さ
い
ぐ
ら
い
に
言

い
伝
え
る
こ
と
。
先
人
の
教

え
で
自
分
は
今
、
生
き
て
い

る
の
だ
か
ら
。

「
ま
さ
か
」を
捨
て
る

こ
の
教
訓
を
伝
え
て
い
く

早
野
一
弘
さ
ん（
64
）

岩
手
県
田
野
畑
村
で
被
災

震源

守
ら
れ
た
命　

救
わ
れ
た
心

２
万
４
千
人
も
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た
東
日
本
大
震
災
。

「
想
定
外
」
と
言
わ
れ
る
中
で
、「
想
定
や
訓
練
」
が
生
き
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
日
頃
か
ら
高
い
意
識
で
備
え
、
助
か
っ
た
２
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、

岩
手
県
藤
沢
町
と
岩
手
県
田
野
畑
村
の
協
力
を
得
て
紹
介
。

｟
プ
ロ
ロ
ー
グ
｠

岩手県釜石市鵜住居町で
人命救助活動を行う伊予消防隊

●取材協力　
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松前の防災力、これが精一杯か

備
な
ど
、
ど
の
項
目
に
つ
い

て
も
実
施
し
て
い
る
人
よ
り

も
実
施
し
て
い
な
い
人
の
ほ

う
が
多
く
、
そ
の
う
ち
約
半

数
は
「
必
要
な
の
は
分
か
っ

て
い
る
け
ど
実
施
で
き
て
い

な
い
」状
況
で
す
。

　
結
成
率
１
０
０
％
の

自
主
防
災
組
織
の
現
実

　
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自

分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
自

覚
、
連
帯
感
に
基
づ
き
自
主

的
に
結
成
す
る
「
自
主
防
災

組
織
」。
本
町
は
、
平
成
17

年
度
を
防
災
元
年
と
位
置
づ

け
、
自
治
会
な
ど
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
単
位
と
し

た
自
主
防
災
組
織
づ
く
り
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
17

年
の
西
古
泉
を
か
わ
き
り
に

結
成
が
進
み
、
23
年
１
月
に

は
、
大
間
地
区
自
主
防
災
組

織
が
結
成
さ
れ
、
結
成
率
は

１
０
０
％
に
。
現
在
、
町
内

全
て
の
地
域
に
自
主
防
災
組

織
が
あ
り
ま
す
。　

　

町
は
、
結
成
さ
れ
た
自
主

防
災
組
織
の
活
動
を
支
援
す

る
た
め
、
防
災
士
養
成
講
座

を
実
施
す
る
な
ど
、
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
努
め
て

　

高
い
確
率
で
発
生
が
予
想

さ
れ
て
い
る
南
海
地
震
と
向

き
合
い
、
不
安
と
共
に
生
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
松
前

町
。
そ
の
準
備
は
で
き
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
の
防
災
力
の
現
状
を

把
握
す
る
た
め
に
、
平
成
23

年
１
月
、
松
前
小
学
校
の
保

護
者
を
対
象
に
「
地
域
防
災

力
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」を
実
施
し
ま
し
た
。
結

果
の
一
部
を
見
な
が
ら
「
家

庭
」「
地
域
」「
行
政
」の
取
組

み
の
実
情
を
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

知
識
は
あ
る
け
れ
ど

不
十
分
な
家
庭
の
防
災
対
策

　

防
災
に
対
す
る
知
識
を
調

査
し
た
結
果
を
見
る
と
、
半

数
以
上
の
人
が
正
解
で
し

た
。
指
定
避
難
場
所
を
知
っ

て
い
た
の
は
79
・
７
％
で
す
。

　

家
庭
で
の
防
災
対
策
に
つ

い
て
は
、
家
族
で
避
難
方
法

を
話
し
合
う
の
は
32
・
５
％
。

３
家
族
に
１
家
族
し
か
話
し

合
い
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

家
具
の
固
定
、
非
常
持
ち
出

し
袋
の
準
備
、
非
常
食
の
準

ん
。
必
要
な
の
は
、災
害
時
、

ど
ん
な
状
況
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
な
訓
練
。
何
度
も
繰

り
返
す
こ
と
で
「
備
え
」を

身
に
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
訓
練
は
回
数
を

重
ね
る
ご
と
に
緊
張
感
が
な

く
な
り
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
て

い
く
も
の
で
す
。
毎
年
９
月

の
第
１
日
曜
日
に
町
が
行
っ

て
い
る｢

松
前
町
総
合
防
災

訓
練
」も
、
自
主
防
災
組
織
、

消
防
団
な
ど
の
防
災
関
係
機

関
、
地
域
住
民
と
の
協
力
体

制
を
つ
く
り
、
防
災
意
識
を

高
め
て
い
ま
す
が
、
自
主
防

災
組
織
ご
と
の
想
定
内
で
の

訓
練
し
か
で
き
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
訓
練
は

町
全
体
で
必
要
で
す
。
自
主

防
災
組
織
の
活
動
に
つ
い
て

聞
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
「
参
加

し
た
く
な
い
」と
い
う
人
の

ほ
う
が
多
い
結
果
で
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
限
ら
れ

た
範
囲
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
で
す
が
、
関
わ
っ
て
い
る

人
と
関
わ
っ
て
い
な
い
人
の

差
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で

す
。

き
ま
し
た
。
各
組
織
に
は
活

動
に
必
要
な
防
災
資
機
材
の

貸
与
も
行
い
ま
し
た
。
各
防

災
組
織
は
、
こ
の
防
災
士
を

中
心
に
避
難
訓
練
、
応
急
救

護
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
な

ど
を
実
施
し
、
万
一
へ
の
備

え
を
強
化
。
住
民
同
士
の
連

帯
感
も
築
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
防
災
に
関
す
る

意
見
を
調
査
し
た
結
果
で

は
、
自
主
防
災
組
織
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
必
要

だ
と
感
じ
て
い
る
も
の
の
、

66
・
１
％
の
人
が
「
現
在
の

自
主
防
災
組
織
は
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
時
に
有
効
な

活
動
が
で
き
な
い
」と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し

て
は
、
▽
組
織
自
体
が
よ
く

わ
か
ら
な
い
▽
訓
練
・
準
備

不
足
▽
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
大

規
模
災
害
時
に
は
機
能
で
き

な
い
と
思
う
▽
高
齢
者
と
子

ど
も
が
多
く
て
連
携
が
難
し

い
▽
若
い
人
の
参
加
が
少
な

い
―
な
ど
で
す
。

　

実
際
、
多
く
の
自
主
防
災

組
織
か
ら
も
若
い
人
に
参
加

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
を
聞

き
ま
す
。
し
か
し
、
日
中
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

若
い
人
は
仕
事
で
い
ま
せ

災害時の伝言ダイヤルは？

答え  １71
被災地内の家族、親戚、知人
などと安否確認や緊急連絡を
とれるようにする「災害用伝
言ダイヤル」は 171 です。

家庭で防災対策をしてる？

家具の固定

家電の転落・落下防止

家屋の耐震化

非常持ち出し袋の準備

非常食の準備

ポリタンク（水入り）の準備

消火器の設置

東南海・南海地震のような大地震が発生したとしたら不安は？

津波が来るかも

建物が倒壊するかも

火災が起きるかも

避難ルートが破壊されるかも

救助体制はしっかりしているか

停電になるかも

食料不足になるかも

家族は大丈夫か

自主防災組織は必要？

自主防災組織と共に地域の防災
活動に関わってみたい？

0 20 40 60 80 100 （％）

正解  57.5%

大震災による死者の約８
割の原因は？

答え  家具の倒壊、建物の下敷き
過去の大震災の死者のうち、
約 8 割が窒息・圧死によるも
のと言われています。

正解  66.1%

0 20 40 60 80 100 120

あなたの地域の指定避
難場所を知ってる？

▼指定避難場所

松前小学校、松前中学校、北伊
予小学校、北伊予中学校、岡田
小学校、伊予高校、健康増進セ
ンター・町民グランド、松前公園

はい  79.7%

いいえ　20.3%

はい  91.8%

いいえ　8.2%

自主防災組織は大規模災害が発
生した時に有効に活動できる？

いいえ  66.1%

はい　23.8%

自主防災組織の活動で参加してみたいのは？

防災に関する講習

災害情報の収集伝達

ハザードマップ作り

火災予防の呼び掛け

避難所の運営

応急手当

救急活動

消火活動
0 20 40 60 80 100

はい  61.5%
いいえ　38.5%

防災に対する知識

災害に対する意識

地域防災に対する意見

地震が起きた時を想定して家族で
避難の方法を話し合う？

話し合わない
　　67.5%

話し合う  
　32.5%

家庭での防災対策

　災害に強い地域をつくるに
は、一人一人が「自分たちの
こと」としてとらえ、行動す
ることが必要です。西高柳自
主防災会は、防災マップを作
成したり、自主防広報を発行
したり、自主防についての講
座を開催したりして、日頃か
ら住民の防災意識を高められ
るよう手掛けています。訓練
は、防災士を中心にプランを
考え、運動会のプログラムの
一つに。300人ほどが参加し
ていますが、まだまだ地域全
体ではありません。特に若い
世代も含めての参加が少ない
のが悩みです。住民の意識を
高め、「自助」「共助」のできる
地域づくりを進めたいです。

毎年訓練を実施　
参加が少ないのが悩み

17.4％ 4.1％ 50.9％ 27.6％

21.1％ 4.4％ 45.4％ 29.1％

39.9％ 3.0％ 29.8％ 27.4％

16.4％ 8.5％ 41.5％ 33.6％

16.1％ 8.3％ 42.7％ 32.9％

6.1％
3.5％ 45.3％ 45.1％

33.3％ 3.1％ 31.4％ 32.2％

26.9％ 47.6％ 23.3％ 2.2％

40.4％ 44.8％ 12.6％ 2.2％

46.0％ 45.1％ 8.1％ 0.7％

26.9％ 54.4％ 17.0％ 1.7％

38.1％ 51.9％ 9.4％ 0.6％

61.7％ 34.1％ 3.9％ 0.4％

62.2％ 34.1％ 3.0％ 0.7％

81.9％ 17.0％ 0.9％ 0.2％

29.0％ 71.0％

80.3％

9.6％ 90.4％

3.4％ 96.6％

29.0％ 71.0％

60.5％ 39.5％

27.2％ 72.8％

28.7％ 71.3％

■している　 ■必要なのは分かっているができていない

■する予定　 ■していない
■かなり不安　 ■やや不安

■あまり不安ではない　 ■全く不安ではない■参加してみたい　 ■参加したくない

19.7％

不正解　42.5%不正解　33.9%無回答　10.1%

※「いいえ」の中には「わからない」も含みます。
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震
度
６
弱
の
激
し
い
揺
れ
に

も
人
的
被
害
を
出
さ
な

か
っ
た
藤
沢
町
。
そ
の
根
本
に

は
、
15
年
５
月
に
発
生
し
た
三

陸
南
地
震
の
教
訓
が
あ
り
ま
す
。

　

三
陸
南
地
震
で
大
き
な
被
害

を
受
け
た
藤
沢
町
は
、
地
震
直

後
か
ら
町
内
各
地
で
自
主
防
災

組
織
の
結
成
が
始
ま
り
ま
し
た
。

30
年
以
内
の
発
生
確
率
が
99
％

と
い
わ
れ
る
宮
城
県
沖
を
震
源

と
す
る
大
地
震
に
備
え
る
た
め

で
す
。
同
町
は
町
内
43
の
集
落

ご
と
に
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

し
、
自
治
会
に
自
主
防
災
組
織

の
設
置
を
促
し
ま
し
た
。
現
在

自
主
防
の
結
成
率
は
95
・
３
％
。

各
自
主
防
は
、
災
害
想
定
訓
練
、

救
命
講
習
会
な
ど
を
開
い
て

万
一
へ
の
備
え
を
強
化
し
、
災
害

時
の
対
応
を
確
認
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
大
地
震
で
も
自
主

防
の
活
躍
と
住
民
一
人
一
人
の

冷
静
な
行
動
に
よ
り
、一
人
の
犠

牲
者
も
出
さ
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ロ
ー
グ
で
紹
介
し
た
２

人
も
ま
た
、
日
頃
か
ら
の
高
い

意
識
を
持
ち
、
備
え
や
訓
練
を

重
ね
て
き
た
人
た
ち
で
す
。
今
、

私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
は
、こ
の

大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、
行

動
す
る
こ
と
で
、
南
海
地
震
へ

備
え
る
こ
と
で
す
。

　東日本大震災は対岸の火事
ではありません。あらためて
「自分たちの命を守る対策は、
自分たちがやらなければならな
い」と感じています。大地震な
ど同時に、広域的に発生する
大規模災害の場合、隣接する
自主防災組織との相互連携が
被害拡大をくい止めたり、二次
災害を防いだりするカギを握っ
ています。現在、町内各地に
自主防災組織が設置され、そ
れぞれ活動していますが、これ
らを一本にまとめたり、束ねた
りする全町的な組織をつくら
なければならないと思っていま
す。来るべき南海地震に備え、
地区を越えて情報を交換した
り、互いに連携したりしながら、
松前町の防災力を向上させて
いくことが急務です。

自主防災組織の充実と
認識を高揚させたい

いよいよ動き出した松前町の自主防災組織

て
回
っ
て
安
否
を
確
認
。
家
屋
が

損
壊
し
た
り
、不
安
に
お
び
え
た

り
す
る
人
た
ち
を
避
難
所
へ
誘

導
。
だ
が
、
避
難
所
は
強
い
揺
れ

で
損
壊
し
て
お
り
、
想
定
外
の
対

応
を
迫
ら
れ
た
。

　
「
外
は
雪
。
そ
こ
で
隣
家
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
借
り
た
。
自
宅

か
ら
暖
房
器
具
や
毛
布
を
持
ち

込
み
、み
ん
な
で
一
晩
過
ご
し
た
」

　

翌
日
か
ら
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
避
難
所
を
開

設
。
電
気
が
復
旧
す
る
ま
で
発

電
機
と
投
光
器
で
明
か
り
を
と

り
、
米
や
野
菜
を
持
ち
寄
っ
て
食

事
を
提
供
し
た
。

　

同
時
広
域
的
に
発
生
す
る
大

規
模
災
害
で
は
、消
防
や
行
政
の

支
援
の
手
が
届
く
ま
で
に
数
日

は
か
か
る
。
そ
れ
ま
で
は
自
力
で

生
き
延
び
る
し
か
な
い
。
藤
沢
町

は
同
自
治
会
だ
け
で
な
く
、町
内

に
41
あ
る
自
主
防
災
組
織
が
行

政
に
代
わ
っ
て
住
民
の
安
否
確

認
や
避
難
誘
導
を
行
っ
た
。

　
「
自
主
防
は
組
織
す
る
こ
と
が

目
的
で
は
な
い
。
大
事
な
こ
と

は
、
災
害
時
に
確
実
に
機
能
す

る
か
ど
う
か
だ
」
と
佐
藤
さ
ん
。

そ
の
前
提
と
し
て
、「
日
頃
か
ら

隣
近
所
や
地
域
と
の
信
頼
関
係

を
築
き
、
地
域
の
和
を
つ
く
る
こ

と
が
大
事
」と
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
余
震
を
含

め
震
度
６
弱
を
３
度
観
測
し
た

岩
手
県
藤
沢
町
。
第
24
区
自
治

会
は
藤
沢
町
は
も
と
よ
り
東
北

地
方
を
代
表
す
る
自
主
防
災
組

織
だ
。
同
自
治
会
は
平
成
17
年

に
自
主
防
災
組
織
を
設
置
。
以

来
、今
回
の
災
害
を
想
定
し
た
各

種
訓
練
を
何
度
も
行
っ
て
き
た
。

リ
ア
ル
な
訓
練
は
常
備
消
防
並

み
。
避
難
所
に
集
ま
っ
た
人
を
見

て
、「
あ
な
た
は
救
助
係
」「
あ
な

た
は
炊
き
出
し
係
」と
役
割
を
決

め
る
。
炊
き
出
し
の
メ
ニ
ュ
ー
も
、

そ
の
日
の
天
候
、
時
刻
、
人
数
な

ど
を
把
握
し
て
か
ら
決
め
る
。つ

ま
り
、
全
て
が
シ
ナ
リ
オ
の
な
い

現
在
進
行
形
だ
。

　

同
自
治
会
防
災
リ
ー
ダ
ー
佐

藤
幸
生
さ
ん
は「
災
害
時
に
誰
が

い
る
か
な
ん
て
わ
か
ら
な
い
。
何

の
役
割
を
与
え
ら
れ
て
も
対
応

で
き
る
、
そ
れ
が
大
前
提
。
う
ち

で
は
全
員
が
心
肺
蘇
生
法
を
で

き
る
」と
胸
を
張
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
電
気
、ガ

ス
、
水
道
、
電
話
な
ど
全
て
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
た
。
地

震
発
生
後
、
自
主
防
は
地
域
の
一

人
暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
を
全

｟
先
進
地
リ
ポ
ー
ト
◉
岩
手
県
藤
沢
町
の
取
り
組
み
｠

災
害
時
に
機
能
す
る
自
主
防

日
常
付
き
合
い
の
濃
さ
が
カ
ギ
握
る

　  大震災の教訓、生かすことが使命

徳島県鳴門市での研修の翌日、兵庫県淡路市を訪
問した統括広報委員

第 24 自治会防災訓練で救助訓練を行う自治会員

　

各
地
区
の
区
長
で
構
成
す
る

統
括
広
報
委
員
会
は
４
月
14
、

15
の
両
日
、
自
主
防
災
連
合
会

の
取
り
組
み
を
学
ぶ
た
め
に
徳

島
県
鳴
門
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は「
自
主
防
災
組
織
を

テ
ー
マ
に
し
た
防
災
研
修
を
受

け
た
い
」と
い
う
区
長
の
要
望
を

受
け
行
わ
れ
た
も
の
で
、21
人
の

区
長
が
同
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

西
村
榮
造
区
長
会
長
は
、

「
テ
ー
マ
と
行
き
先
を
決
め
た
の

は
東
日
本
大
震
災
の
発
生
前
で

し
た
が
、
直
後
の
研
修
と
な
っ
た

た
だ
け
に
力
が
入
り
ま
し
た
」と

話
し
ま
す
。

　

里
浦
町
自
主
防
災
会
連
合
会

で
は
、
単
位
組
織
の
活
動
と
連

合
会
の
活
動
の
違
い
に
つ
い
て

研
修
し
ま
し
た
。
川
東
地
区
自

主
防
災
会
で
は
、
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

を
見
学
。
家
具
の
転
倒
防
止
対

策
や
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
を
使
っ
た
取
り
組
み
な
ど
、
家

庭
で
の
備
え
を
学
び
ま
し
た
。

　

西
村
区
長
会
長
は「
研
修
で
感

じ
た
こ
と
は『
自
ら
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
』と
い
う
こ
と
」
と

き
っ
ぱ
り
。「
東
日
本
大
震
災
で

は
、
町
役
場
や
消
防
署
も
津
波

に
の
み
こ
ま
れ
、
行
政
や
消
防
が

機
能
し
な
い
自
治
体
も
あ
っ
た
。

年
一
回
の
総
合
防
災
訓
練
は
町

主
催
。
町
か
ら
言
わ
れ
て
参
加

す
る
自
主
防
で
は
命
を
守
る
こ

と
な
ど
で
き
な
い
。
私
た
ち
が
自

ら
地
域
に
呼
び
掛
け
る
よ
う
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
る
。

そ
れ
が『
自
主
防
災
』。い
ず
れ
は

各
地
域
の
組
織
を
束
ね
る
連
合

会
を
つ
く
り
、
南
海
地
震
に
備

え
た
い
」と
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

　

５
月
４
日
に
は
、
四
国
電
力

伊
方
原
子
力
発
電
所
を
視
察
。

地
域
の
防
災
意
識
は
日
々
高
ま

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
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そ
れ
で
も
松
前
町
で

生
き
て
い
く
た
め
に

東日本大震災後、いざというとき
必要なものを持ち出せるようにま
とめました。避難生活になるかも
しれないし、物資がないかもしれ
ない。自家発電できる電池と、長
男が技術の時間に製作した自家発
電式ラジオを入れています。

神野京子さん　小雪ちゃん
非常持ち出し品を準備しました

ニュースで津波の恐ろしさを知り
ました。松前校区なので津波が心
配になり、家族でどこが本当に安
全な避難場所なのか話し合いまし
た。停電時に自動点灯し、常夜灯
にもなる防災用の LED ライトをリ
ビングに置いています。

武井志摩子さん　七香ちゃん　心那ちゃん

安全な避難場所はどこか考えました

INTERVIEW

家族 3 人でもしもの時どうするか
話しあいました。災害発生時にも
家族が合流できるよう、集まるの
は北伊予小学校の鉄棒前と決めま
した。決めて終わりじゃなくて、
確認の意味も込めて繰り返し話し
ています。

田中宏樹さん　麻紀さん　優寛くん　
家族防災会議をしました

震災前にテレビを購入しました。
電気屋さんに「固定しますか」と
言われたのに、あと 1 年で引越す
からと断ってしまいました。でも、
1 年以内に地震が来ることだって
あると反省。家電や家具を固定す
る予定です。

横林香子さん　さつきちゃん

家電や家具を固定します

INTERVIEW

　

会
社
を
経
営
す
る
田
中
宏
樹
さ
ん

は
、妻
麻
紀
さ
ん
、長
男
優
寛
く
ん
と

３
人
暮
ら
し
。隣
地
に
は
宏
樹
さ
ん
の

両
親
が
住
ん
で
い
ま
す
。「
防
災
は
ま

ず
家
庭
か
ら
」と
言
う
宏
樹
さ
ん
。機

会
あ
る
た
び
に
麻
紀
さ
ん
や
優
寛
く
ん

と
万
一の
行
動
を
確
認
し
合
い
ま
す
。

　
「
人
間
が
最
も
無
防
備
な
の
は
た
ぶ

ん
家
に
い
る
と
き
で
す
。
寝
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。靴
は
も
ち
ろ
ん
脱
い
で

い
ま
す
」

　

そ
ん
な
中
で
大
地
震
が
起
き
れ
ば
、

家
具
や
家
電
は
凶
器
に
な
る
。ま
ず
は

家
中
を
点
検
し
▽
家
具
や
家
電
は
固
定

す
る
▽
廊
下
や
階
段
に
は
物
を
置
か
な

い
▽
地
盤
が
弱
け
れ
ば
補
強
す
る
―
な

ど「
安
全
な
家
づ
く
り
を
心
掛
け
る
こ

と
が
大
事
」と
宏
樹
さ
ん
。麻
紀
さ
ん

は「
リ
フ
ォ
ー
ム
の
際
、大
工
さ
ん
と
相

談
し
て
家
具
を
固
定
し
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
例
え
ば
部
屋
の
模
様
替
え
を
し

な
が
ら
、家
族
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
っ
て
家
具
や
家
電
を
固
定
し
た

い
で
す
。防
災
対
策
は
暮
ら
し
に
欠
か

せ
な
い
家
事
と
一
緒
」と
言
い
ま
す
。　

　

自
宅
の
隣
に
は
両
親
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。宏
樹
さ
ん
は
、日
中
仕
事
で
自

宅
に
い
ま
せ
ん
。
麻
紀
さ
ん
は
、優
寛

く
ん
の
下
校
ま
で
に
は
仕
事
を
終
え
帰

宅
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、間
に

合
わ
な
い
こ
と
も
。そ
ん
な
時
、下
校

し
た
優
寛
く
ん
は
大
好
き
な
祖
父
母
と

過
ご
す
と
言
い
ま
す
。

　
「
こ
こ
が
家
。
大
き
な
地
震
が
起
き

た
時
は
、
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
す

る
。揺
れ
が
収
ま
っ
た
ら
、お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
避
難
所

の
北
伊
予
小
学
校
へ
行
く
ん
だ
よ
。お

父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
も
向
か
う
。集
合

場
所
は
鉄
棒
前
に
し
よ
う
」と
説
明
す

る
宏
樹
さ
ん
に「
う
ん
う
ん
」と
う
な

ず
き
な
が
ら
、マ
ッ
プ
に
見
入
る
優
寛

く
ん
。

　
「
子
ど
も
は
大
き
な
災
害
を
経
験
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、

教
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」

と
麻
紀
さ
ん
。３
月
11
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
の
様
子
は
テ
レ
ビ
で
見

ま
し
た
。「
激
し
い
揺
れ
、大
津
波
、そ

し
て
原
発
事
故
。目
を
覆
い
た
く
な
る

よ
う
な
被
害
に
心
が
痛
み
ま
し
た
。南

海
地
震
の
発
生
が
予
測
さ
れ
て
い
る
松

前
も
対
岸
の
火
事
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
」。

　
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
災
害
の
記
憶
、つ
ま

り
被
災
体
験
は
そ
れ
だ
け
風
化
し
や

す
い
。震
災
直
後
は
日
本
中
が
高
い
防

災
意
識
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
、そ
の
意
識
は
時
間
と
と
も
に

薄
れ
て
い
き
ま
す
。
ま
し
て
数
十
年
、

数
百
年
に
一
度
の
巨
大
地
震
と
も
な
れ

ば
、風
化
の
速
度
も
速
い
。だ
か
ら
こ

そ
日
頃
か
ら
万
一へ
備
え
る「
忘
災
対

策
」が
重
要
で
す
。被
災
体
験
の
な
い

子
ど
も
た
ち
に
は
、家
族
が
責
任
を
持

っ
て
過
去
の
災
害
を
伝
え
、災
害
時
の

行
動
を
教
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
大
地
震
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。だ
と
す
れ
ば
、大
事
な
こ
と
は
起

き
た
後
に
ど
う
行
動
す
る
か
だ
と
思
い

ま
す
」と
宏
樹
さ
ん
。「
二
次
災
害
を
防

ぐ
た
め
に
、冷
静
な
行
動
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
」と
麻
紀
さ
ん
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
て
電
気

が
つ
か
な
い
、水
が
出
な
い
、電
話
が
つ

な
が
ら
な
く
な
れ
ば
、多
く
の
人
が
お

ろ
お
ろ
し
て
し
ま
い
ま
す
。突
然
発
生

す
る
災
害
に
人
は
多
か
れ
少
な
か
れ
パ

ニ
ッ
ク
に
陥
り
ま
す
。平
常
時
に
百
の

こ
と
を
総
合
的
に
判
断
で
き
て
も
、同

時
に
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
次
々
と
発
生
す

る
緊
急
時
に
は
、平
常
時
の
何
分
の
一

か
の
判
断
力
し
か
保
て
な
い
こ
と
は
過

去
の
さ
ま
ざ
ま
な
緊
急
対
応
事
例
を

見
て
も
明
ら
か
で
す
。

　

同
時
広
域
的
に
発
生
す
る
大
き
な

災
害
で
は
、行
政
や
消
防
な
ど
支
援
の

手
が
届
く
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、自
力
で
生
き
延
び
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
生
き
る
こ
と
、生
き

抜
く
こ
と
、そ
の
た
め
に
備
え
が
あ
り
、

訓
練
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
家
庭
、

職
場
や
地
域
で
災
害
時
の
備
え
を
考

え
た
り
、災
害
時
の
行
動
を
確
認
し
た

り
す
る「
防
災
会
議
」を
定
期
的
に
開

き
ま
し
ょ
う
。大
地
震
を
想
定
し
た
リ

ア
ル
な
訓
練
を
繰
り
返
し
実
施
し
ま
し

ょ
う
。こ
う
し
た
地
道
な
備
え
が
あ
っ

て
こ
そ
防
災
体
制
は
機
能
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、自
分
の
身
は
自
分
で
守
れ

る
家
庭
を
つ
く
り
、次
に
互
い
に
支
え

合
い
、助
け
合
え
る
向
こ
う
三
軒
両
隣

の
関
係
を
築
き
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、い

ざ
と
い
う
時
に
確
実
に
機
能
す
る
自
主

防
災
組
織
を
再
構
築
し
ま
し
ょ
う
。行

政
や
消
防
に
守
ら
れ
る
暮
ら
し
か
ら
、

自
分
で
守
る
暮
ら
し
へ
と
変
え
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
す
。

家族で、地域で伝えたい
「忘災」の心

たなかひろき・まき・まさひろ じんのきょうこ・こゆき

よこばやしきょうこ・さつき たけいしまこ・ななか・ここな

防災マップを見ながら、自宅で防災会議をしている
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